
歌っても踊っても楽しい盆踊り 

           ２０２２年６月２４日   太 田 隆 次 

 

 盆踊りの季節がきました。 

 

河内音頭 

私が生駒山麓の大阪府中河内郡日下村に住んでいた少年時代は、お盆になると 

一村あげての盆踊りで、裸電球をぶらさげた高い舞台からの「河内音頭」に合 

わせて、大人たちが両手両足を左右に振る仕草を見よう見まねで、舞台の下を 

回ったものでした。 

日下村での盆踊りの合いの手は「よいとよんやまっか、どっこいせーのせー」 

というような節回しだったと覚えています。各地で少しづつ違いがあるようです。 

 

 注：近畿各地の河内音頭で共通している「歌い出し」と「合いの手」 

  歌い出し：「エー さては一座の皆様へ、ちょいと出ました私は～」   

合いの手：「イヤコラセードッッコイセー」  です。 

 

炭坑節 

社会人になって度重なる転勤で、方々で地方色豊かな盆踊りを経験できました。 

 そのベストワンは何といっても「炭坑節」です。九州の三井炭鉱が発祥の地とい 

いますが何しろい歌いやすいし踊りやすい。誰でもその場で歌えて踊れます、 

 もとは炭鉱の選炭作業の歌だったのにあっという間に全国に広まりました。 

  

月が出た出た、月が出た ヨイヨイ 

三池炭鉱の上に出た 

あんまり煙突が高いので 

さぞやお月さん、けむたかろう、サノヨイヨイ 

注：なぜ全国に広まったか。1948（昭和 23）年に、日本の民謡などを歌い継いだ歌手 

赤坂小梅の「正調炭礦節」がコロムビアレコードより発売され、ラジオで流れ、全国的 

に広まり、やがて盆踊りのナンバーワンの定番になりました。 



東京音頭 

 東京音頭は 

  「ハアー 踊り踊るなら チョイト東京音頭 ヨイヨイ」の歌い出しでお馴染み 

の東京音頭は盆踊りの歌として全国的に定着し、プロ野球の東京スワローズの応 

援歌としても有名です。 

  昭和８年〈１９３３年〉に西条八十作詞、中山晋平作曲でビクターから売り出され 

た、いわば「官製民謡」です。この年だけで３０万枚売れ、これといった盆踊り歌 

のない東京の住民にあっという間に「東京音頭」が広まりました。 

  しかし、高津高校卒業生諸兄姉は関西在住が多いいので、東京音頭はあまりなじみ 

はないかも知れません。 

  

盆踊りの由来 

 ここで盆踊りの由来です。 

盆踊りの由来は、鎌倉中期の

遊行寺一遍上人（１２３４～

１２８９）の「念仏踊り」で

す。この 

念仏踊りとは、自分自身で念

仏を唱えながら踊るものでし

た。 

 

３年前の２０１９年４月１３

日～６月９日に、京都国立博

物館で一遍上人の没後７００

年に 

合わせて「念仏踊り」の特別

展があり、行って来ました。 

添付したのは絵巻の一部で

す。念仏を唱えながら、ひた

すら踊っている人達の表情や

仕草 

がカラーでリアルに描かれて

います。ルーペでよくご覧下

さい。 

  



時代は下って現代の盆踊りを下の YouTube でお楽しみください。 

 ７００年の時空を超えて、絵巻の鎌倉人と YouTube の現代人が 

手足揃えて踊っています。 

  

東京丸の内での盆踊り大会 

https://www.youtube.com/watch?v=e7SoUIKWkqc 

 

八尾市河内音頭 

https://www.youtube.com/watch?v=hwhQuT8gETU 

 

最後にある調査の「好きな盆踊りランキング」です。 

 
終わり 
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